
２０１８年１２月１８日付 ジョルナル・デ・アンゴラ紙 

 

【タイトル】 

 アンゴラの新時代は、日・アンゴラ協力関係強化に向けた期待を膨らます 

 

【本文】 

昨年９月、ロウレンソ大統領政権が発足しました。ロウレンソ大統領が、アンゴ

ラの経済安定化と多角化に向けて汚職対策や投資環境整備等の様々な諸改革を実

施されていることに敬意を表します。日本は、これらの努力が早く実を結ぶことを

確信しつつ、日本とアンゴラの関係を深めていきたいと考えています。 

 

このような背景から日本・アンゴラ間の要人往来が活発化しています。１０月に

東京で開催された TICAD 閣僚会合には、アウグスト外務大臣に出席頂き、日・アン

ゴラ外相会談が実施され、二国間関係強化につき話し合いました。 

 また、TICAD VI のフォローアップとして本年５月にヨハネスブルグで第１回日

アフリカ官民経済フォーラムが実施され、フォンセカ経済企画大臣及びマルティン

ス工業大臣にご出席頂き、世耕経済産業大臣や日本企業関係者と面談されました。 

 来年８月には横浜で TICAD７が開催されますが、ロウレンソ大統領の参加を期待

しています。ロウレンソ大統領の訪日を実現することで、より一層日・アンゴラ関

係が強化されることを望んでいます。 

 

日本は、政府間協力だけでなく民間セクターにおいてもアンゴラとの関係を深め

ることに取り組んできました。そして、既に具体的な成果に繋がっていることを紹

介させて頂きます。日本の大手電機メーカーであるＮＥＣが国際協力銀行（ＪＢＩ

Ｃ）の融資を受け受注した南大西洋で初の光海底ケーブル（ＳＡＣＳ）の工事が完

了し、本年９月にアンゴラケーブルズ社へ引き渡されました。これにより、アンゴ

ラを起点とするアフリカ大陸とヨーロッパ大陸・南アメリカ大陸・北アメリカ大陸

とを直に接続する光海底ケーブル網が構築されました。これは、今後、アンゴラが

アフリカでの通信分野でのハブとなる可能性を示しています。 

 また、本年７月に実施された第３４回ルアンダ国際産業見本市（FILDA）に日本

企業として初めて丸紅（株）がブースを出展しました。丸紅は、約１０億ドルのＪ

ＢＩＣ融資を活用して、一昨年までに、ルアンダ、ベンゲラ、ドンドの繊維工場を

再建しました。これにより、アンゴラ人の雇用を創出するとともに、ポルトガルを

はじめとする外国へ綿糸や綿製品を輸出することで、アンゴラの経済多角化や輸入

代替に貢献しています。 

 

国際協力機構（JICA）は、教育、医療・保健、農業、工業、電力、インフラとい

った分野でアンゴラに対し資金援助・技術移転・人材育成等の協力を行っています。 

 日本はアンゴラ国民の人間の安全保障を重視しています。その一環として、教育、



保健、地雷除去、難民支援といった分野における活動を通して持続可能な社会経済

の発展に向けアンゴラ及び国際的なパートナーと協力しております。 

 

２０２０年には東京でオリンピック・パラリンピックが開催されます。同大会に

向けて、「Sports For Tomorrow」プログラムを実施中であり、その一環として、本

年１１月には、畳や電光掲示板等の空手器材を空手連盟に供与いたしました。 

 また、２０１９年には私の出身地である熊本県にて世界女子ハンドボール選手権

が開催予定であり、アンゴラ代表チームが良い成績を収め、２０２０年の東京オリ

ンピックの出場に繋がることを期待しています。 

 

日本文化のグローバル化という文脈では、アゴスティーニョ・ネト財団主催の

Festineto や慈善団体 Grupo de Amizade 主催のバザーで日本食を提供した他、本年

１１月に公邸料理人による一夜限りの日本食だけの特別メニューを出すイベント

をレストランKookで行う等アンゴラにおける日本食の普及に取り組んでおります。 

 

最後に心躍るニュースを紹介します。２０２５年国際博覧会が、去る１１月２３

日にパリで実施された博覧会国際事務局総会での選挙において、大阪・関西で開催

されることが決定しました。大阪・関西万博のテーマは「いのち輝く未来社会のデ

ザイン」です。日本は、この万博を国連で採択された持続可能な開発目標が達成さ

れた未来社会像を共創する場にしたいと考えております。日本は、アンゴラの皆様

に対し「大阪・関西万博へようこそ」と歓迎することを心待ちにしています。 

 




